《学界時評》国際ワークショップ「Old Icelandic Text in Medieval Northern Europe」を終えて : ワークショップの記録と今後 by 小澤 実 & オザワ ミノル
《
学
界
時
評
》
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「O
ld
IcelandicTextin
M
edievalN
orthern
Europe
」
を
終
え
て
―
―
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
と
今
後
―
―
小
澤
実
去
る
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
五
日
（
月
）
の
午
後
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
第
一
会
議
室
に
お
い
て
、「
中
世
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
テ
ク
ス
ト
」（O
ld
Icelandic
T
extin
M
edievalN
orthern
Europe
）
と
題
し
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
深
津
行
徳
日
本
学
研
究
所
所
長
を
受
け
入
れ
教
員
と
し
て
来
日
し
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
学
教
授
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
（Jón
K
arl
H
elgason
）
を
交
え
、
八
人
の
報
告
者
に
よ
る
、
日
本
で
初
め
て
の
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
専
門
的
国
際
会
議
で
あ
る
。
本
稿
は
、
当
該
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
と
概
要
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
会
議
を
通
じ
て
、
今
後
海
外
で
日
本
学
を
す
す
め
て
い
る
研
究
者
と
ど
の
よ
う
に
関
係
を
接
続
し
て
い
く
べ
き
か
に
対
す
る
事
例
の
提
示
を
目
的
と
す
る
。
１

ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
教
授
の
来
日
に
い
た
る
経
緯
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
教
授
（
以
後
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
と
略
称
す
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
は
、
一
部
の
家
系
を
除
い
て
名
字
を
持
た
ず
、
個
人
名
と
父
称
に
よ
っ
て
個
人
を
特
定
す
る
。
つ
ま
り
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
は
、
ヘ
ル
ギ
の
息
子
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
と
い
う
意
味
）
は
、
一
九
六
五
年
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
現
在
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
学
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
化
・
比
較
文
化
学
部
の
教
授
職
を
つ
と
め
て
い
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
中
世
文
学
で
あ
る
サ
ガ
を
専
門
と
し
、
い
ま
や
当
該
分
野
の
基
本
研
究
書
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
る
『
ニ
ャ
ー
ル
の
サ
ガ
を
書
き
換
え
る
』
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
サ
ガ
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
受
容
や
翻
訳
理
論
、
中
世
文
学
と
現
代
文
学
の
比
較
に
つ
い
て
研
究
範
囲
を
広
げ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
と
英
語
双
方
で
多
数
の
研
究
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
紙
媒
体
の
仕
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
ウ
ィ
キ
サ
ガ
」（W
ikisaga
）
と
題
し
た
と
ウ
ェ
ブ
上
で
サ
ガ
・
テ
キ
ス
ト
の
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
辞
典
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
を
代
表
す
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
研
究
者
の
一
人
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
今
を
さ
か
の
ぼ
る
二
〇
一
二
年
十
一
月
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
、
筆
者
が
そ
の
会
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
バ
ル
ト
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
会
の
公
式
ア
ド
レ
ス
へ
メ
ー
ル
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
求
め
て
き
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
日
本
の
交
流
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
渡
辺
信
託
基
金
に
応
募
す
る
た
め
に
、
日
本
側
の
受
け
入
れ
機
関
が
必
要
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
初
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
中
世
史
を
専
攻
し
、
な
お
か
つ
常
勤
先
を
持
つ
数
少
な
い
会
員
で
あ
っ
た
筆
者
が
受
け
入
れ
教
員
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
基
金
へ
の
書
類
提
出
の
期
限
が
差
し
迫
っ
て
い
た
た
め
、
文
学
部
教
授
会
で
の
手
続
き
で
は
到
底
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
が
基
金
に
提
出
し
た
研
究
計
画
は
、
従
来
の
専
門
で
あ
る
中
世
サ
ガ
そ
れ
自
体
の
研
究
で
は
な
く
、
日
本
文
化
に
お
け
る
サ
ガ
な
ら
び
に
韻
文
で
あ
る
エ
ッ
ダ
の
受
容
や
表
象
の
あ
り
か
た
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
た
筆
者
は
、
日
本
学
研
究
所
所
長
で
深
津
教
授
に
相
談
し
、
彼
を
受
け
入
れ
教
員
と
し
て
、
研
究
所
客
員
研
究
員
の
資
格
を
英
文
文
書
で
即
時
発
行
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
無
事
に
書
類
一
式
を
基
金
に
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
来
日
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
、
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
十
二
月
六
日
ま
で
の
二
週
間
弱
日
本
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
後
に
述
べ
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
中
世
研
究
関
係
の
企
画
を
こ
な
す
と
と
も
に
、
前
記
の
計
画
に
基
づ
く
、
日
本
研
究
の
た
め
の
基
礎
調
査
に
従
事
し
た
。
そ
の
う
ち
わ
け
は
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
『
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
サ
ガ
』
の
著
者
幸
村
誠
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。『
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
サ
ガ
』
は
、
当
初
『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
に
、
そ
の
後
『
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
』
誌
に
連
載
さ
れ
、
現
在
単
行
本
で
十
三
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
漫
画
で
あ
る
。
紀
元
千
年
前
後
の
北
欧
世
界
を
舞
台
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
出
身
の
主
人
公
の
人
生
と
内
面
の
成
長
を
描
く
一
種
の
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン
で
あ
る
が
、
人
物
描
写
の
み
な
ら
ず
背
景
描
写
な
ど
も
良
く
で
き
て
い
る
た
め
に
、
海
外
で
も
人
気
が
高
い
。
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
本
作
品
を
日
本
に
お
け
る
中
世
北
欧
受
容
の
最
も
顕
著
な
例
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
、
著
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
そ
の
発
想
や
描
写
の
源
泉
を
調
査
し
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
に
、
京
都
精
華
大
学
マ
ン
ガ
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
付
属
マ
ン
ガ
図
書
館
で
の
調
査
で
あ
る
。
日
本
発
の
マ
ン
ガ
学
部
を
も
つ
当
大
学
は
、
日
本
人
研
究
者
の
他
に
外
国
籍
を
持
つ
複
数
の
専
門
家
を
擁
し
、
な
お
か
つ
膨
大
な
資
料
を
図
書
館
に
排
架
し
て
い
る
。
近
々
、
明
治
大
学
で
も
類
似
の
図
書
館
が
開
館
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
京
都
と
い
う
伝
統
的
日
本
文
化
を
体
現
す
る
地
で
の
調
査
は
、
教
授
に
深
い
印
象
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
に
、
神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
国
際
文
化
交
流
学
科
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ブ
ッ
ヘ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
准
教
授
に
招
か
れ
て
の
報
告
で
あ
る
。
ブ
ッ
ヘ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
准
教
授
と
は
国
際
会
議
な
ど
で
長
年
の
交
友
関
係
を
築
い
て
き
た
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
、
十
二
月
四
日
に
当
大
学
人
文
学
研
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
「
エ
ッ
ダ
と
サ
ガ
の
分
岐
路
」（T
he
Forking
Paths
of
Eddas
and
Sagas
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
行
っ
た
。
筆
者
も
参
加
し
た
本
講
演
は
、『
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
サ
ガ
』
も
含
め
た
近
代
世
界
に
お
け
る
北
欧
中
世
文
学
の
受
容
史
で
、
参
加
者
の
関
心
に
し
た
が
っ
た
様
々
な
観
点
か
ら
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
滞
在
中
の
調
査
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
十
分
な
研
究
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
現
在
英
文
で
中
世
北
欧
的
要
素
の
近
代
世
界
に
お
け
る
受
容
を
論
じ
る
大
著
を
準
備
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
章
は
日
本
に
宛
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
財
団
か
ら
の
資
金
援
助
だ
け
で
は
な
く
日
本
学
研
究
所
の
受
け
入
れ
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
２

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「O
ld
Icelandic
Textin
M
edievalN
orthern
E
urope
」
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
の
来
日
が
決
定
し
た
と
き
、
当
初
は
日
本
研
究
に
か
か
わ
る
講
演
を
お
願
い
す
る
心
づ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
初
来
日
と
な
る
教
授
は
、
今
回
の
滞
在
で
の
調
査
に
基
づ
き
日
本
に
お
け
る
中
世
北
欧
文
化
の
受
容
に
関
す
る
論
考
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
そ
れ
は
後
日
の
課
題
と
し
、
彼
の
従
来
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
企
画
を
お
願
い
す
る
方
針
へ
と
代
え
た
。
こ
こ
で
筆
者
が
重
視
し
た
の
は
、
一
方
向
的
な
講
演
で
は
な
く
、
日
本
側
か
ら
も
彼
ら
専
門
家
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
企
画
を
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
筆
者
の
経
験
と
近
年
の
国
際
交
流
の
流
れ
を
鑑
み
て
、
三
点
を
念
頭
に
置
い
た
。
第
一
に
、
双
方
が
個
別
報
告
を
な
し
、
両
者
に
と
っ
て
最
大
公
約
数
と
し
て
の
共
通
言
語
で
あ
る
英
語
で
議
論
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
海
外
研
究
者
を
招
聘
し
て
最
前
線
の
研
究
成
果
を
講
演
し
て
も
ら
う
こ
と
に
意
義
な
し
と
は
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
海
外
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
日
本
人
研
究
者
が
ど
の
よ
う
な
水
準
で
「
自
国
」
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
に
は
関
心
が
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
世
界
の
学
問
共
同
体
は
、
各
国
ご
と
に
母
語
で
分
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
共
通
す
る
テ
ー
マ
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
意
思
疎
通
の
若
干
の
齟
齬
に
は
目
を
つ
む
っ
た
と
し
て
も
、
史
料
を
提
示
し
論
証
を
追
う
こ
と
の
で
き
る
ペ
ー
パ
ー
と
い
う
た
た
き
台
を
提
示
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
の
が
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
し
、
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今
後
進
め
る
べ
き
方
向
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
英
語
を
用
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
結
局
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
い
て
現
段
階
で
最
も
多
く
の
理
解
者
を
得
る
の
は
英
語
で
あ
る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
が
あ
る
以
上
、
さ
し
あ
た
り
は
英
語
で
良
い
と
考
え
て
い
る
。
第
二
に
、
成
果
を
英
語
・
日
本
語
双
方
で
刊
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
会
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
研
究
者
に
と
っ
て
も
利
用
可
能
な
か
た
ち
に
ま
と
め
て
報
告
全
体
を
刊
行
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
第
一
の
観
点
に
の
っ
と
る
な
ら
ば
、
英
語
だ
け
で
良
い
と
す
る
判
断
を
と
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
外
国
研
究
は
、
当
該
国
の
学
会
を
中
心
と
す
る
世
界
共
通
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
参
与
す
る
と
い
う
条
件
と
と
も
に
、
母
語
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ア
に
も
寄
与
す
る
と
い
う
二
重
の
拘
束
が
あ
る
。
と
り
わ
け
母
語
を
同
じ
く
す
る
他
分
野
の
研
究
者
は
、
あ
え
て
外
国
語
で
直
接
の
専
門
か
ら
離
れ
た
研
究
成
果
を
読
も
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
史
研
究
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
欧
米
学
界
に
は
英
語
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
比
較
事
例
と
し
て
日
本
の
西
洋
史
学
界
さ
ら
に
い
え
ば
日
本
史
や
東
洋
史
を
含
め
た
歴
史
学
界
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、
専
門
家
の
集
う
欧
米
学
界
よ
り
も
前
提
を
丁
寧
に
説
明
し
た
か
た
ち
で
、
日
本
語
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
読
者
に
向
け
て
、
日
本
語
と
し
て
成
果
を
刊
行
す
る
こ
と
も
、
成
果
の
認
知
の
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
若
手
育
成
を
図
る
こ
と
あ
る
。
筆
者
は
、
近
年
の
早
期
業
績
主
義
に
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
潮
流
は
、
多
言
語
の
習
得
や
研
究
蓄
積
の
消
化
に
膨
大
な
時
間
を
必
要
と
す
る
前
近
代
世
界
の
研
究
に
は
弊
害
が
大
き
く
、
な
お
か
つ
相
対
的
に
は
近
代
研
究
と
の
間
に
様
々
な
不
公
平
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
立
場
に
あ
る
。
さ
は
い
え
、
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
を
は
じ
め
と
す
る（
と
り
わ
け
）若
手
向
け
資
金
の
獲
得
に
と
っ
て
は
、
研
究
計
画
・
研
究
業
績
・
学
位
の
有
無
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
流
れ
が
逆
流
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
自
ら
が
お
か
れ
た
現
状
を
受
け
と
め
、
若
手
外
国
研
究
者
の
た
め
に
、
留
学
経
験
の
無
い
ま
だ
若
い
段
階
に
あ
っ
て
も
海
外
研
究
者
と
の
交
流
を
促
し
、
国
際
会
議
で
の
報
告
経
験
を
つ
む
た
め
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
相
対
的
に
低
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
定
し
て
、
そ
こ
で
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
筆
者
は
、
今
後
日
本
の
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
研
究
を
担
う
で
あ
ろ
う
若
手
研
究
者
に
声
を
か
け
、「
中
世
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
テ
ク
ス
ト
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
設
定
し
た
。
最
初
に
、
一
人
あ
た
り
十
五
分
を
割
り
当
て
た
修
士
学
生
に
よ
る
研
究
経
過
報
告
（W
ork
in
Progress
）（
司
会
者
小
澤
実
）で
は
、
元
根
典
子「
王
族
聖
人
及
び
王
族
へ
の
崇
敬
中
世
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
聖
オ
ー
ラ
ヴ
の
一
例
」（T
he
CultofRoyalSaintand
the
V
eneration
of
Royalty:T
he
Case
ofSt.O
lav
in
M
edievalN
orw
ay
）
と
水
野
志
保
「
１９
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
関
心
」（British
Interestin
Iceland
in
N
ineteenth
Century
）
が
報
告
さ
れ
た
。
実
証
研
究
で
は
な
く
修
士
論
文
の
方
向
性
の
確
認
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
か
ら
適
切
な
助
言
や
文
献
情
報
な
ど
も
得
ら
れ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
の
足
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
る
の
ち
、一
人
あ
た
り
三
十
分
を
割
く
本
論
へ
と
移
行
し
た
。第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
初
期
社
会
へ
の
視
線
」（
司
会
者
松
本
涼
）
は
、
和
田
忍
「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
民
族
的
信
仰
と
慣
習
の
痕
跡
に
つ
い
て
古
英
語
と
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
文
献
の
比
較
か
ら
」（T
races
of
Germ
anic
Paganism
and
Custom
in
A
nglo-Saxon
England
in
Com
parison
ofO
ld
English
and
O
ld
Icelandic
）
と
小
澤
実
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
ル
ー
ン
石
碑
は
建
立
さ
れ
た
か
。
歴
史
学
的
解
釈
の
試
み
」（W
ere
Rune
Stones
Raised
in
Iceland?:A
n
A
ttem
ptatH
istoricalInterpretation
）、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
テ
ク
ス
ト
の
著
者
性
」（
司
会
者
伊
藤
盡
）
は
成
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川
岳
大
「
な
ぜ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
は
北
欧
の
王
位
継
承
紛
争
に
お
い
て
、
王
位
請
求
者
の
主
張
を
支
持
す
る
記
述
を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
か
？
十
二
世
紀
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
史
と
ノ
ル
ド
語
歴
史
記
述
の
勃
興
」（W
hy
the
Icelandic
‘A
uthor’w
as
Interested
in
the
Legitim
acy
of
T
hrone
Claim
ants
during
N
orw
egian
CivilW
ar?:T
he
Evolution
ofN
orse-Icelandic
H
istoricalW
riting
in
the
Lightof12th
Century
Scandinavia
）
と
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
「『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
書
い
た
の
は
誰
か：
作
品
と
著
者
の
複
雑
な
関
係
」（T
he
D
istributed
A
uthorship
of
H
eim
skringla
）、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
記
録
、
記
憶
、
神
話
」（
司
会
者
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
）
は
松
本
涼
「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
「
建
国
神
話
」：
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
の
圧
政
と
植
民
」（A
‘Foundation
M
yth’
of
Iceland-
Reflections
on
the
T
radition
of
H
araldr
hárfagri‘s
T
yranny-
）
と
伊
藤
盡
「
テ
ッ
ラ
の
息
子
ブ
ー
リ
と
ヨ
ル
ズ
の
息
子
ソ
ー
ル：
北
欧
神
話
の
大
地
母
神
よ
り
産
ま
れ
し
神：
再
訪
」（Búri
as
deus
terra
editus
and
Þórr
as
Iar
ar
Burr
:T
he
Earth-born
Gods
in
the
Scandinavian
M
ythology
Revisited
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
平
日
の
月
曜
日
午
後
と
い
う
時
間
帯
の
た
め
参
加
者
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
報
告
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
に
、
英
語
に
よ
る
質
疑
応
答
を
お
こ
な
っ
た
。
修
士
学
生
と
筆
者
を
除
き
、
報
告
者
の
い
ず
れ
も
海
外
で
英
語
で
修
士
号
を
取
得
し
て
い
た
た
め
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
高
度
な
レ
ベ
ル
で
十
分
に
機
能
し
て
い
た
と
言
え
る
。
な
お
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
遠
方
よ
り
招
聘
し
た
三
名
の
研
究
者
の
う
ち
個
人
研
究
費
の
支
出
が
困
難
な
若
手
二
名
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
代
表
を
つ
と
め
る
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
Ａ
）「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
そ
の
影
響
圏
に
お
け
る
ル
ー
ン
石
碑
の
総
合
研
究
」（25704012
）
よ
り
旅
費
と
滞
在
費
を
支
給
し
た
。
ル
ー
ン
石
碑
の
実
証
研
究
の
深
化
を
は
か
る
本
科
研
の
成
果
の
一
部
と
な
る
筆
者
の
個
別
報
告
の
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
家
に
よ
る
議
論
の
場
を
用
意
で
き
た
こ
と
は
有
益
で
あ
っ
た
。
な
お
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
本
科
研
費
の
成
果
報
告
の
一
部
と
し
て
、
英
文
報
告
書
の
か
た
ち
を
と
り
関
係
者
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）
の
午
後
四
時
半
よ
り
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
、
日
本
で
数
少
な
い
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
専
門
家
、
松
本
涼
氏
な
ら
び
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
服
部
良
久
教
授
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
協
力
を
得
て
、
京
都
大
学
に
お
い
て
も
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
筆
者
自
身
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、「
近
代
の
ハ
イ
パ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
中
世
サ
ガ
」（M
edieval
Saga
as
M
odern
H
ypertexts
）
と
題
さ
れ
た
報
告
で
は
、
ニ
ャ
ー
ル
の
サ
ガ
の
近
代
に
お
け
る
受
容
と
い
う
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
氏
自
身
の
研
究
成
果
の
一
部
を
披
露
し
た
、
と
聞
い
て
い
る
。
過
去
に
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
専
門
家
が
訪
日
講
演
し
た
こ
と
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
専
門
家
以
外
に
も
開
か
れ
た
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
今
回
の
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
の
来
日
が
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
研
究
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
里
程
標
に
な
れ
ば
と
思
う
。
３

今
後
今
回
の
来
日
を
通
じ
て
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
、
筆
者
を
含
め
、
日
本
人
研
究
者
と
今
後
も
共
同
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
承
諾
し
て
く
れ
た
。
そ
の
た
め
筆
者
に
よ
っ
て
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
企
画
に
も
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
こ
の
た
び
開
催
し
た
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
の
う
ち
い
く
つ
か
邦
語
北
欧
研
究
専
門
誌『
北
欧
史
研
究
』に
掲
載
す
る
企
画
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
者
の
う
ち
、
和
田
、
小
澤
、
成
川
、
松
本
に
く
わ
え
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
を
含
め
た
五
人
の
論
文
に
よ
る
特
集
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
同
雑
誌
上
で
、
成
川
、
松
本
、
そ
し
て
北
欧
文
学
研
究
者
の
中
丸
禎
子
（
東
京
理
科
大
学
）
と
と
も
に
、「
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
史
学
の
新
展
開
」
と
題
し
た
特
集
を
企
画
し
、
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研
究
動
向
、
書
評
、
文
献
目
録
を
通
じ
て
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
研
究
の
現
状
を
日
本
に
紹
介
し
た
。
今
回
の
企
画
は
そ
の
姉
妹
編
で
あ
る
と
と
も
に
、
発
展
編
で
あ
る
。
つ
ま
り
現
地
の
研
究
の
紹
介
で
は
な
く
、
史
料
に
基
づ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
論
文
に
よ
る
特
集
で
あ
る
。
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
帰
国
後
直
ち
に
報
告
原
稿
を
増
補
改
訂
し
送
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
筆
者
が
編
者
の
一
人
を
つ
と
め
る『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
北
極
を
知
る
た
め
の
６０
章
』
へ
の
寄
稿
で
あ
る
。
本
書
は
日
本
で
初
め
て
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
含
め
た
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
を
紹
介
す
る
書
物
で
あ
り
、
第
五
部
を
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
に
あ
て
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
は
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
者
の
見
た
日
本
」
と
い
う
項
目
を
執
筆
す
る
こ
と
を
了
承
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
筆
者
だ
け
で
は
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
者
の
う
ち
別
の
人
た
ち
と
も
、
今
後
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
彼
が
日
本
学
研
究
者
と
し
て
再
来
日
す
る
機
会
も
お
そ
ら
く
あ
る
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
の
滞
在
は
短
期
的
で
、
今
回
は
日
本
学
そ
れ
じ
た
い
に
寄
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
北
欧
受
容
研
究
の
基
本
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
著
作
の
基
礎
調
査
を
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
客
員
研
究
員
と
い
う
立
場
で
遂
行
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
研
究
者
と
の
関
係
を
構
築
し
日
本
で
の
刊
行
物
に
寄
稿
を
応
諾
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
彼
自
身
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
学
研
究
所
の
今
後
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
学
の
文
学
科
ド
イ
ツ
文
学
専
修
が
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ
う
に
、
各
国
の
大
学
の
日
本
語
学
科
と
提
携
し
、
相
互
交
流
を
図
る
と
い
う
の
は
も
っ
と
も
効
率
の
良
い
や
り
か
た
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
教
授
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
組
織
が
所
属
研
究
組
織
に
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
学
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
は
数
多
く
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
学
の
日
本
学
研
究
所
の
主
目
的
の
ひ
と
つ
が
「
海
外
の
日
本
学
研
究
と
の
連
携
を
図
り
、
立
教
大
学
を
媒
体
と
し
て
質
・
量
と
も
に
豊
か
な
研
究
を
推
進
す
る
」（
日
本
学
研
究
所
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
よ
う
な
研
究
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
研
究
交
流
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
十
年
後
、
二
十
年
後
に
成
果
が
実
る
よ
う
な
息
の
長
い
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
【
付
録：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
レ
ジ
ュ
メ
】
《
研
究
経
過
報
告
（W
ork
in
P
rogress
）》
王
族
聖
人
及
び
王
族
へ
の
崇
敬
中
世
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
聖
オ
ー
ラ
ヴ
の
一
例
元
根
範
子
（
京
都
大
学
）
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
た
王
国
に
は「
王
族
聖
人
」
と
い
う
存
在
が
存
在
す
る
。
彼
ら
は
国
内
で
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
も
し
く
は
改
宗
活
動
を
行
い
死
後
に
列
聖
さ
れ
て
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。「
王
族
聖
人
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
が
遅
れ
た
地
域
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
多
く
見
ら
れ
、
宗
教
的
な
崇
敬
の
対
象
や
政
治
的
な
表
象
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
も
王
族
聖
人
は
存
在
し
、
異
教
を
廃
し
キ
リ
ス
ト
教
を
導
入
し
死
後
に
列
聖
さ
れ
て
い
る
。
大
抵
の
王
族
聖
人
は
列
聖
行
為
に
由
来
す
る
サ
ン
ク
テ
ィ
テ
ィ
（
聖
性
）
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
系
国
家
の
王
族
は
サ
ン
ク
テ
ィ
テ
ィ
の
ほ
か
に
サ
ク
ラ
リ
テ
ィ
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
異
教
の
神
の
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
通
し
て
王
の
血
に
宿
る
聖
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
ク
や
青
山
吉
信
、
Ｗ
・
Ａ
・
チ
ェ
イ
ニ
ー
な
ど
が
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
サ
ン
ク
テ
ィ
テ
ィ
と
サ
ク
ラ
リ
テ
ィ
の
間
に
は
違
い
が
あ
り
、
普
通
聖
人
は
サ
ク
ラ
リ
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テ
ィ
の
み
を
保
持
す
る
。
し
か
し
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
王
族
聖
人
は
両
方
を
持
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
同
時
に
サ
ガ
や
ス
カ
ル
ド
詩
で
語
ら
れ
る
オ
ー
デ
ィ
ン
や
フ
レ
イ
な
ど
の
異
教
の
神
の
後
継
者
で
あ
る
か
ら
だ
。
国
王
の
起
源
が
神
で
あ
る
こ
と
は
『
ユ
ン
グ
リ
ン
ガ
サ
ガ
』『
ユ
ン
グ
リ
ン
ガ
タ
ル
』『
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
事
績
』
な
ど
に
詳
し
い
。
二
つ
の
特
性
を
持
つ
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
王
族
聖
人
に
つ
い
て
は
珍
し
い
事
例
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
研
究
に
あ
た
っ
て
は
「
ど
の
よ
う
に
王
族
崇
敬
や
国
王
聖
人
崇
敬
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
教
会
や
政
治
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
大
き
な
問
い
を
設
定
し
た
。
だ
が
、
現
在
の
自
分
に
と
っ
て
大
き
す
ぎ
る
問
い
で
あ
る
た
め
に
、
当
面
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
一
地
域
で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
地
域
を
限
定
し
て
研
究
を
行
う
。
中
世
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
は
複
数
の
王
族
聖
人
が
存
在
し
、
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
が
聖
オ
ー
ラ
ヴ
、
つ
ま
り
オ
ー
ラ
ヴ
二
世
で
あ
る
。
彼
に
関
す
る
史
料
は
中
世
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
王
族
聖
人
の
中
で
も
比
較
的
多
い
た
め
、
史
料
収
集
の
容
易
さ
と
い
う
点
で
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
研
究
の
起
点
と
し
た
。
主
に
使
用
す
る
一
次
史
料
は“Passio
et
m
iracula
beatiO
laui”
と“D
en
store
saga
om
O
lav
den
hellige”
の
二
つ
で
あ
る
。
前
者
は
い
わ
ゆ
る
聖
人
伝
で
あ
り
ラ
テ
ン
語
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
ニ
ザ
ロ
ス
大
司
教
の
エ
イ
ス
テ
イ
ン
・
エ
ル
レ
ン
ド
ソ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
が
不
明
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
英
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
適
宜
こ
れ
を
参
照
す
る
。
一
方
後
者
は
古
ノ
ル
ド
語
で
記
述
さ
れ
た
サ
ガ
で
あ
る
。
作
者
は
ス
ノ
ッ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ン
で
、
彼
が
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
書
く
以
前
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
序
文
や
本
文
中
に
も
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
相
違
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
ス
ノ
ッ
リ
が
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
書
く
際
に
使
用
し
た
原
資
料
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
で
は
な
く
、
あ
え
て
こ
ち
ら
を
史
料
と
し
て
選
択
し
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
共
通
す
る
奇
跡
譚
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
二
つ
の
史
料
は
成
立
年
代
も
目
的
も
違
う
。
私
は
歴
史
的
事
実
と
史
料
に
記
述
さ
れ
た
内
容
を
比
較
し
、
オ
ー
ラ
ヴ
二
世
の
言
及
の
方
法
、
利
用
の
方
法
を
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ス
カ
ル
ド
詩
も
一
次
史
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
詩
は
サ
ガ
な
ど
の
散
文
に
比
べ
て
原
型
が
保
た
れ
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
る
た
め
、
オ
ー
ラ
ヴ
二
世
と
同
時
代
の
人
間
が
国
王
や
有
力
者
た
ち
に
抱
い
て
い
た
概
念
を
知
る
た
め
に
使
用
し
た
い
。研
究
文
献
に
関
し
て
、
王
族
聖
人
に
関
す
る
研
究
で
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
聖
エ
ル
ー
ジ
ェ
ベ
ト
に
関
す
る
三
浦
麻
美（
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
九
、
二
〇
一
二
）、
チ
ェ
コ
の
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
に
関
す
る
藤
井
真
生
（
二
〇
一
二
）
を
参
考
に
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
史
料
と
し
て
聖
人
伝
を
使
用
し
て
お
り
、
聖
人
伝
の
形
成
過
程
や
聖
人
の
政
治
的
・
宗
教
的
利
用
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
外
国
語
の
も
の
で
は
Ｇ
・
ク
ラ
ニ
ツ
ァ
イ
の
著
作
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
族
聖
人
の
タ
イ
プ
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ニ
ツ
ァ
イ
は
十
世
紀
ま
で
の
王
族
聖
人
（
修
道
士
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
最
終
的
に
殉
教
す
る
）
と
十
一
世
紀
以
降
の
王
族
聖
人
（
殉
教
は
せ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
的
君
主
と
し
て
平
和
を
創
出
し
、
教
会
や
聖
職
者
を
支
援
す
る
）
で
違
い
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ク
ラ
ニ
ツ
ァ
イ
の
主
張
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
地
域
で
あ
る
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
も
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
北
欧
の
王
族
聖
人
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
を
考
え
る
一
つ
の
糸
口
と
し
て
彼
の
主
張
を
参
考
に
す
る
。
一
方
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
王
族
崇
敬
に
関
す
る
研
究
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
王
族
崇
敬
と
取
り
扱
っ
た
指
珠
恵
（
一
九
九
一
）、
石
本
麻
里
（
二
〇
〇
〇
）
は
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
で
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
異
教
が
蔓
延
る
国
内
に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
さ
せ
、
殉
教
も
し
く
は
政
的
騒
乱
で
殺
害
さ
れ
た
国
王
た
ち
に
対
す
る
崇
敬
意
識
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
着
目
し
、
同
じ
よ
う
に
異
教
時
代
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
改
宗
し
、
王
位
を
め
ぐ
る
争
い
で
殺
さ
れ
― 98 ―
た
オ
ー
ラ
ヴ
二
世
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
め
て
北
欧
で
の
王
族
崇
敬
の
形
成
過
程
を
理
解
し
た
い
。
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
関
心
水
野
志
保
（
立
教
大
学
）
オ
リ
エ
ン
ト
へ
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
十
九
世
紀
と
い
う
時
代
に
、
北
欧
特
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
は
ど
う
い
っ
た
関
心
が
向
い
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（W
illiam
M
orris,1834-1896
）
を
中
心
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
興
味
を
見
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
は
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
、
詩
人
、
社
会
主
義
者
で
あ
り
、
ま
た
北
欧
神
話
の
翻
訳
者
で
も
あ
っ
た
。
モ
リ
ス
は
一
八
七
一
年
と
一
八
七
四
年
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
訪
れ
て
い
て
、
一
八
七
一
年
の
旅
に
つ
い
て
は
日
誌
と
い
う
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
時
代
に
北
欧
神
話
を
読
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
舞
台
を
自
分
の
目
で
見
る
た
め
に
ア
イ
ス
ア
ン
ド
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
旅
行
に
行
く
前
の
一
八
七
一
年
五
月
十
日
付
け
の
手
紙
の
中
に
表
れ
て
い
る
。
モ
リ
ス
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
興
味
は
旅
行
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
旅
行
以
後
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
学
者
で
あ
る
エ
イ
リ
ー
ク
ル
・
マ
グ
ヌ
ッ
ソ
ン
（Eiríkur
M
agnússon,
1833-1913
）
と
共
に
サ
ガ
や
エ
ッ
ダ
を
共
訳
し
、
出
版
も
し
た
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
旅
行
前
の
手
紙
の
中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
周
辺
で
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
関
心
を
抱
く
者
は
少
な
か
っ
た
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
に
含
ま
れ
る
バ
ー
ン＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（Sir
Edw
ard
Coley
Burne-Jones,1833-1898
）
は
じ
め
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
（D
ante
GabrielRossetti,1828-1882
）
そ
の
他
の
友
人
た
ち
は
モ
リ
ス
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
熱
を
な
か
ば
、
揶
揄
し
て
面
白
が
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
寒
く
て
冷
た
い
国
で
文
学
も
野
蛮
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
興
味
は
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
し
か
し
人
々
が
実
際
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
ま
だ
、
探
検
ま
た
は
実
地
調
査
的
な
目
的
で
訪
れ
て
い
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
後
半
か
ら
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
関
心
が
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
十
九
世
紀
後
半
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
の
旅
は
、
当
時
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
教
養
人
の
間
で
は
一
つ
の
ブ
ー
ム
に
ま
で
な
り
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
僻
地
」
へ
の
探
検
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
文
学
者
、
考
古
学
者
、
歴
史
家
、
文
法
学
者
、
言
語
学
者
、
博
物
学
者
な
ど
が
刺
激
を
得
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
モ
リ
ス
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
旅
す
る
時
に
は
、
釣
り
や
奇
異
な
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
景
観
に
関
心
を
示
し
た
観
光
客
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。《
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
》
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
初
期
社
会
へ
の
視
線
（G
aze
atE
arly
S
ociety
in
Iceland
）
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
民
族
的
信
仰
と
慣
習
の
痕
跡
に
つ
い
て：
古
英
語
と
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
文
献
の
比
較
か
ら
和
田
忍
（
中
央
大
学
）
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
に
よ
っ
て
古
英
語
で
作
成
さ
れ
た
説
教
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
異
教
の
神
々
に
つ
い
て
」
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
現
存
し
て
い
る
写
本
に
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
翻
訳
の
「
異
教
の
神
々
に
つ
い
て
」
― 99 ―
に
は
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
の
神
々
に
関
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
、
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
お
け
る
そ
の
内
容
は
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
に
よ
る
古
英
語
の
原
典
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
、
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
の
神
々
を
強
く
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
そ
こ
で
、
古
英
語
テ
キ
ス
ト
と
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
テ
キ
ス
ト
と
の
言
語
比
較
を
通
じ
て
、
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
と
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
る
の
か
を
示
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
こ
の
古
英
語
に
よ
る
説
教
集
の
一
部
が
翻
訳
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
理
由
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
の
説
教
は
西
暦
一
〇
〇
〇
年
頃
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
作
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
回
扱
う
「
異
教
の
神
々
に
つ
い
て
」（D
e
falsis
diis
）
の
章
で
は
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
の
批
判
を
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
民
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
移
住
し
て
き
た
デ
ー
ン
人
に
対
し
て
も
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
一
層
堅
固
に
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
渡
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
に
翻
訳
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
（
信
仰
）
に
ま
つ
わ
る
内
容
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
国
民
に
な
じ
み
が
深
く
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
役
立
つ
と
判
断
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
翻
訳
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、
部
分
的
に
古
英
語
原
典
テ
キ
ス
ト
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
（
内
容
に
基
づ
く
書
き
換
え
）
を
行
う
と
い
う
こ
と
以
上
に
そ
の
内
容
の
改
変
、
ま
た
は
そ
の
省
略
を
行
っ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
書
き
換
え
、
ま
た
は
省
略
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
点
に
関
し
て
、
ア
ル
フ
リ
ッ
チ
説
教
の
古
英
語
原
典
テ
キ
ス
ト
の
該
当
箇
所
を
四
点
ほ
ど
取
り
上
げ
、
そ
の
箇
所
と
そ
の
部
分
に
対
応
す
る
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
翻
訳
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
を
行
う
。
上
記
四
点
に
お
け
る
個
所
を
考
察
す
る
と
、
や
は
り
「
異
教
の
神
々
に
つ
い
て
」
の
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
翻
訳
テ
キ
ス
ト
の
一
部
は
古
英
語
の
原
典
ほ
ど
ゲ
ル
マ
ン
の
異
教
を
批
判
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
が
あ
っ
て
も
、
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
信
仰
が
歴
史
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
み
な
し
て
、
そ
の
証
拠
を
残
し
た
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
化
に
伴
う
ゲ
ル
マ
ン
的
異
教
信
仰
と
の
対
立
は
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
文
献
に
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ゲ
ル
マ
ン
語
文
化
圏
に
少
な
か
ら
ず
共
通
す
る
経
験
と
し
て
文
献
・
資
料
の
寡
少
な
地
域
に
も
応
用
し
て
考
察
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
ル
ー
ン
石
碑
は
建
立
さ
れ
た
か：
歴
史
学
的
解
釈
の
試
み
小
澤
実
（
立
教
大
学
）
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拡
大
し
た
紀
元
千
年
前
後
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
本
土
で
は
、
現
存
す
る
だ
け
で
三
千
基
に
も
達
す
る
ル
ー
ン
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。「
Ｘ
が
Ｙ
を
記
念
し
て
こ
の
石
を
立
て
た
」
と
い
う
定
型
句
を
持
つ
こ
の
死
者
記
念
碑
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
本
土
だ
け
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
拡
大
し
た
ブ
リ
テ
ン
諸
島
や
ロ
シ
ア
に
お
い
て
も
建
立
さ
れ
た
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
そ
の
影
響
圏
で
見
出
さ
れ
る
ル
ー
ン
石
碑
の
建
立
慣
習
は
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
特
有
の
死
者
記
念
文
化
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
、
九
世
紀
後
半
に
本
土
か
ら
大
量
移
民
の
は
じ
ま
っ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
お
い
て
こ
の
石
碑
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
ル
ー
ン
が
確
認
で
き
る
の
は
十
三
世
紀
以
降
で
あ
る
。
お
な
じ
拡
大
圏
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
は
ル
ー
ン
石
碑
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
？石
材
の
入
手
、
ル
ー
ン
彫
り
師
の
招
聘
、
キ
リ
ス
ト
教
の
導
入
と
い
っ
た
問
題
も
議
論
の
俎
上
に
載
せ
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
根
拠
を
紀
元
千
年
前
後
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
社
会
の
特
殊
性
と
ル
ー
ン
石
碑
の
建
立
条
件
の
間
に
見
出
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
ル
ー
ン
石
碑
の
機
能
は
複
合
的
で
あ
る
― 100 ―
点
で
あ
る
。第
一
に
死
者
記
念
碑
で
あ
る
が
、第
二
の
機
能
と
し
て
、ビ
ル
ギ
ッ
ト
・
ソ
ー
ヤ
ー
が
論
じ
た
土
地
に
代
表
さ
れ
る
権
利
の
確
認
で
あ
る
。
つ
ま
り
紀
元
千
年
前
後
は
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
活
動
に
よ
っ
て
大
量
死
の
時
代
と
な
っ
た
が
故
に
、
故
郷
に
お
け
る
土
地
の
所
有
者
を
共
同
体
内
に
公
示
す
る
た
め
に
、
石
碑
の
建
立
者
と
非
建
立
者
と
の
関
係
（
た
と
え
ば
親
子
、
夫
婦
、
友
人
な
ど
）
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
第
三
の
機
能
と
し
て
、
わ
た
し
が
主
張
す
る
政
治
的
表
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ル
ー
ン
石
碑
は
、
そ
こ
に
投
資
す
る
リ
ソ
ー
ス
次
第
で
、
ル
ー
ン
テ
ク
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
石
の
形
状
や
大
き
さ
、
背
景
図
像
な
ど
に
差
を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
リ
ソ
ー
ス
に
余
裕
の
あ
る
有
力
者
は
他
を
圧
倒
す
る
立
派
な
石
碑
を
作
製
さ
せ
、
周
囲
の
石
碑
と
差
異
化
す
る
こ
と
で
、
石
碑
に
自
ら
の
地
位
を
反
映
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紀
元
千
年
前
後
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
社
会
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
ル
ー
ン
石
碑
が
機
能
し
う
る
空
間
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
取
り
し
て
言
う
な
ら
ば
、
紀
元
千
年
前
後
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
同
時
代
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
は
大
き
く
異
な
る
社
会
構
造
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
か
な
ら
ず
し
も
ル
ー
ン
石
碑
が
十
全
に
機
能
す
る
空
間
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
に
、
必
ず
し
も
一
部
の
有
力
者
に
冨
の
集
中
す
る
階
層
化
さ
れ
た
社
会
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
オ
ッ
リ
・
ヴ
ェ
ー
ス
テ
イ
ン
ソ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
十
三
世
紀
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、「
自
由
共
和
国
」Þjóaveldi
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
な
権
利
や
財
産
の
フ
ラ
ッ
ト
な
自
由
農
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
社
会
で
は
な
く
、
他
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
階
層
化
さ
れ
た
社
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
社
会
へ
と
移
行
が
は
じ
ま
る
の
は
お
よ
そ
一
一
〇
〇
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
移
住
者
た
ち
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
各
地
の
農
場
に
散
居
し
、
競
合
す
る
こ
と
の
相
対
的
に
少
な
い
社
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
、
本
質
的
に
競
争
化
・
階
層
化
社
会
の
な
か
で
機
能
し
う
る
ル
ー
ン
石
碑
の
意
味
は
、
必
ず
し
も
大
き
く
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
《
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
》
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
テ
ク
ス
ト
の
著
者
性
（A
uthorship
ofM
edievalIcelandic
Text
）
な
ぜ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
は
北
欧
の
王
位
継
承
紛
争
に
お
い
て
、
王
位
請
求
者
の
主
張
を
支
持
す
る
記
述
を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
か
？：
十
二
世
紀
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
史
と
ノ
ル
ド
語
歴
史
記
述
の
勃
興
成
川
岳
大
（
埼
玉
大
学
）
一
一
三
〇
年
代
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
三
王
国
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
に
お
い
て
は
王
位
請
求
者
、
党
派
間
の
抗
争
が
激
化
し
、
約
一
世
紀
に
及
ぶ
「
内
乱
の
時
代
」
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
と
彼
ら
が
残
し
た
文
学
作
品
は
、
伝
統
的
に
こ
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
部
に
お
け
る
政
治
的
動
乱
か
ら
は
あ
る
程
度
独
立
し
た
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
同
時
期
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
勃
興
し
た
文
字
文
化
と
こ
の
政
治
の
一
大
変
革
期
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
報
告
で
は「
最
古
の
サ
ガ
」と
研
究
者
に
形
容
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
エ
イ
リ
ー
ク
・
オ
ッ
ド
ソ
ン
の
『
フ
リ
ュ
ッ
グ
ヤ
ー
ル
ス
チ
ュ
ッ
キ
（H
ryggjarstykki:c.1150
）』
成
立
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
そ
し
て
同
作
品
と
同
時
代
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
が
残
し
た
他
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
作
品
と
の
関
係
性
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
。
『
フ
リ
ュ
ッ
グ
ヤ
ー
ル
ス
チ
ュ
ッ
キ
』
の
原
本
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
は
現
存
せ
ず
、
三
大
「
国
王
サ
ガ
」（『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』、『
モ
ル
キ
ン
ス
キ
ン
ナ
』、『
フ
ァ
グ
ル
ス
キ
ン
ナ
』）
の
引
用
と
い
う
間
接
的
な
形
で
の
み
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
「
サ
ガ
」に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
マ
グ
ヌ
ー
ス
裸
足
王（d.1102
）
の
庶
子
を
称
し
、
異
母
兄
ハ
ー
ラ
ル
〈
神
の
僕
〉
王
を
殺
害
（
一
一
三
六
年
）
し
て
― 101 ―
一
時
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
権
力
を
掌
握
し
た
、
シ
グ
ル
ズ
・
ス
レ
ン
ビ
（
一
一
三
九
年
殺
害
）な
る
王
位
請
求
者
で
あ
る
。
シ
グ
ル
ズ
は
同
作
品
に
加
え
、
ス
カ
ル
ド
頌
詩『
シ
グ
ル
ズ
の
歌
（Sigurarbálkr
）』
に
お
い
て
そ
の
死
が
悼
ま
れ
た
の
に
加
え
、
複
数
の
史
料
が
そ
の
聖
性
を
証
言
し
て
お
り
、「
内
乱
の
時
代
」
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
治
の
中
で
も
特
別
な
位
置
を
占
め
る
存
在
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
現
存
す
る
引
用
箇
所
か
ら
は
、
エ
イ
リ
ー
ク
が
シ
グ
ル
ズ
の
事
績
に
つ
い
て
、
シ
グ
ル
ズ
の
旧
臣
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
期
の
場
に
居
合
わ
せ
た
対
立
王
の
従
士
を
は
じ
め
多
様
な
出
自
の
人
物
か
ら
情
報
を
得
て
執
筆
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
生
前
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
し
た
言
及
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
直
接
的
主
従
関
係
に
な
か
っ
た
可
能
性
さ
え
存
在
す
る
。
こ
の
エ
イ
リ
ー
ク
の
態
度
、
そ
し
て
対
象
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
報
告
者
は
十
二
世
紀
に
お
け
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
出
身
ス
カ
ル
ド
詩
人
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
足
跡
を
対
照
例
と
し
て
提
示
し
た
。「
内
乱
の
時
代
」
を
背
景
に
政
治
的
党
派
が
相
次
い
で
形
成
さ
れ
る
中
、
自
ら
の
技
芸
を
資
本
に
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
君
侯
に
仕
え
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
ス
カ
ル
ド
詩
人
は
、
人
的
紐
帯
で
堅
く
結
ば
れ
た
家
臣
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
専
門
職
的
存
在
で
あ
り
、
政
治
的
境
界
を
越
え
た
遍
歴
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
有
力
者
の
知
遇
を
得
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
と
情
報
収
集
能
力
に
お
い
て
、
歴
史
著
述
家
と
し
て
、
エ
イ
リ
ー
ク
ら
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
は
半
島
出
身
者
よ
り
恵
ま
れ
た
立
場
に
あ
っ
た
。
ス
カ
ル
ド
詩
人
の
足
跡
は
さ
ら
に
、
十
二
世
紀
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
を
担
い
手
と
す
る
文
芸
活
動
と
半
島
部
と
の
関
係
が
一
般
に
想
像
さ
れ
る
以
上
に
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
だ
け
で
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
現
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
有
力
者
の
宮
廷
で
も
彼
ら
は
歓
迎
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た
新
た
な
頌
詩＝
弔
い
の
歌
（erfidrápa
）
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
新
た
に
誕
生
し
て
い
た
。し
か
し
、
な
ら
ば
な
ぜ
エ
イ
リ
ー
ク
は
自
ら
の
作
品
を
韻
文
ス
カ
ル
ド
詩
で
書
き
残
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
本
報
告
が
提
示
す
る
仮
説
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
独
占
が
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
ス
カ
ル
ド
頌
詩
に
代
わ
り
、
新
た
な
類
型
の
作
品
の
書
き
手
と
な
る
こ
と
で
、
エ
イ
リ
ー
ク
が
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
新
た
な
受
容
層
を
開
拓
し
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
サ
ガ
」
記
述
の
勃
興
を
考
え
る
上
で
は
、
同
時
代
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
状
況
、
あ
る
い
は
隣
接
す
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
係
を
も
射
程
に
入
れ
研
究
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
を
書
い
た
の
は
誰
か：
作
品
と
著
者
の
複
雑
な
関
係
ヨ
ー
ン
・
カ
ー
ル
・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
学
）
ス
ノ
ッ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ン
（
一
二
四
一
年
没
）
は
、
一
般
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
の
著
者
と
み
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
日
俎
上
に
載
せ
る
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』、
加
え
て
『
エ
ギ
ル
の
サ
ガ
』、
さ
ら
に
は
『
散
文
エ
ッ
ダ
』
の
序
や
『
ハ
ッ
タ
タ
ル
（
韻
律
一
覧
）』
と
い
っ
た
作
品
の
名
が
、
が
そ
の
種
の
作
品
の
候
補
と
し
て
挙
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
確
た
る
証
拠
が
乏
し
い
中
で
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
文
学
に
彼
が
果
た
し
た
貢
献
は
、
実
際
よ
り
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
報
告
は
、
中
世
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
文
学
に
お
け
る
形
態
の
多
様
性
（m
ultiform
s
）、
ま
た
「
作
品
」
の
時
間
・
空
間
的
な
広
が
り
（spatitem
porally
distributed
objects
）
を
示
唆
す
る
近
年
の
研
究
動
向
に
着
想
を
得
て
、
そ
こ
で
重
視
さ
れ
る
「
細
分
さ
れ
た
著
者
（distributed
authorship
）」
と
い
う
概
念
で
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
他
の
作
品
に
適
用
で
き
な
い
か
試
み
る
も
の
で
す
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
ス
ノ
ッ
リ
を
そ
の
種
の
一
連
の
作
者
「
た
ち
」
の
う
ち
、
重
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
彼
ら
の
う
ち
の
あ
く
ま
で
も
ひ
と
り
、
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と
い
う
点
が
本
報
告
で
提
示
し
た
い
内
容
と
な
り
ま
す
。
ス
ノ
ッ
リ
―
―
あ
る
い
は
一
連
の
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』「
著
者
」
の
誰
で
― 102 ―
あ
れ
―
―
は
、
著
者
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
編
者
」、
あ
る
い
は
「
清
書
家
（rew
riter
）」
と
み
な
す
べ
き
存
在
で
し
た
。
九
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
末
に
至
る
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
諸
王
の
歴
史
を
構
築
す
る
編
纂
作
業
は
、
現
在
で
あ
る
な
ら
ば
「
剽
窃
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
訴
訟
を
招
き
か
ね
な
い
内
実
の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
口
承
伝
承
と
「
書
か
れ
た
」
文
学
作
品
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
間
の
区
分
は
、
中
世
に
お
い
て
は
―
―
そ
も
そ
も
仮
に
そ
の
分
別
が
中
世
に
存
在
し
た
と
し
て
も
―
―
ず
っ
と
あ
い
ま
い
な
も
の
で
し
た
。
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
内
に
お
け
る
先
行
す
る
文
献
か
ら
の
直
接
的
な
引
用
は
、〈
賢
者
〉
セ
ー
ム
ン
ド
ル
、
そ
し
て
『
フ
リ
ュ
ッ
グ
ヤ
ー
ル
ス
チ
ュ
ッ
キ
』
か
ら
の
も
の
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
お
い
て
も
、「
編
者
」
は
現
在
失
わ
れ
た
も
の
も
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
す
る
語
り
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
で
テ
ク
ス
ト
の
再
構
成
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
組
み
上
げ
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
重
層
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
テ
ク
ス
ト
に
単
一
の
「
著
者
」
―
―
現
代
的
な
意
味
で
の
―
―
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
再
構
成
の
過
程
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
間
の
関
係
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
下
書
き
状
態
の
も
の
が
参
照
さ
れ
、
他
テ
ク
ス
ト
と
相
互
参
照
し
つ
つ
清
書
さ
れ
る
、
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
オ
ー
ラ
ヴ
・
ト
リ
ュ
グ
ヴ
ァ
ソ
ン
の
生
涯
を
め
ぐ
る「
国
王
サ
ガ
」
諸
テ
ク
ス
ト
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
種
の
重
層
的
な
テ
ク
ス
ト
生
成
の
過
程
の
一
端
を
示
す
つ
も
り
で
す
。
そ
の
よ
う
に
見
て
い
く
な
ら
ば
、
ス
ノ
ッ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ン
と
い
う
特
定
人
物
と
「
国
王
サ
ガ
」
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
間
の
繋
が
り
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
が
数
世
代
に
わ
た
る
著
述
家
、「
編
者
」、
そ
し
て
書
記
が
共
同
作
業
を
す
る
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
複
雑
な
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
の
「
編
纂
」
作
業
の
中
で
の
個
人
の
役
割
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
史
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
《
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
》
記
録
、
記
憶
、
神
話
（R
ecord,M
em
ory
and
M
ythology
）
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
「
建
国
神
話
」：
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
の
圧
政
と
植
民
松
本
涼
（
福
井
県
立
大
学
）
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
は
九
世
紀
後
半
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
土
を
初
め
て
統
一
し
た
王
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
植
民
は
そ
の
美
髪
王
の
治
世
に
は
じ
ま
り
、
植
民
者
の
多
く
は
美
髪
王
の
支
配
に
服
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
新
天
地
を
求
め
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
自
由
か
つ
独
立
不
羈
の
精
神
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
が
、そ
の
内
容
に
は
問
題
が
多
い
。ま
ず
、九
世
紀
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
と
い
う
王
が
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
る
同
時
代
の
史
料
は
な
く
、
ま
た
美
髪
王
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
統
一
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
植
民
と
の
関
連
を
伝
え
る
の
も
後
世
の
史
料
の
み
な
の
で
あ
る
。
美
髪
王
に
か
ん
す
る
史
料
を
博
捜
し
た
ス
ヴ
ェ
ッ
リ
ル
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
「
ハ
ー
ラ
ル
」
と
い
う
名
の
王
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
サ
ガ
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
」
の
事
績
や
イ
メ
ー
ジ
は
後
世
に
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
植
民
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
前
半
の
史
料
に
初
め
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
ギ
・
ス
ク
ー
リ
・
キ
ャ
ル
タ
ン
ソ
ン
は
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
中
に
現
れ
る
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
の
圧
政
の
内
容
、
統
治
制
度
と
し
て
の
ヤ
ー
ル
の
配
置
と
オ
ー
ザ
ル
（
父
系
世
襲
財
産
）
の
没
収
に
注
目
し
、
そ
れ
が
十
一
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
制
度
と
類
似
性
を
も
つ
こ
と
を
― 103 ―
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
要
素
は
、
十
一
世
紀
以
降
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
状
況
か
ら
着
想
を
得
て
、
美
髪
王
伝
承
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
美
髪
王
伝
承
は
主
に
十
一
世
紀
以
降
、
時
代
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
採
り
入
れ
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
こ
の
美
髪
王
伝
承
を
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
顕
著
な
「
建
国
神
話
」
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
と
く
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
歴
史
意
識
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
植
民
＝
建
国
を
説
明
す
る
「
神
話
」
に
発
展
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
は
じ
め
に
大
局
を
把
握
す
る
た
め
、「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ
」
と
『
植
民
の
書
』
に
お
け
る
美
髪
王
伝
承
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
。
ど
ち
ら
の
テ
ク
ス
ト
で
も
、
全
体
の
叙
述
量
か
ら
す
れ
ば
美
髪
王
伝
承
に
言
及
す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
植
民
と
美
髪
王
の
事
績
と
の
関
連
に
言
及
す
る
場
合
、
大
半
が
美
髪
王
と
植
民
者
と
の
軋
轢
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
少
数
と
は
い
え
美
髪
王
と
の
友
好
関
係
に
言
及
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
り
、
伝
承
の
多
様
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
サ
ガ
の
叙
述
か
ら
伝
承
の
受
容
過
程
を
抽
出
す
る
方
法
は
、
そ
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
曖
昧
さ
や
異
型
、
散
逸
し
た
テ
キ
ス
ト
の
存
在
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
次
に
、
一
事
例
と
し
て
ゲ
イ
ル
ム
ン
ド
・
ヘ
リ
ヤ
ル
ス
キ
ン
と
い
う
植
民
者
に
注
目
し
、
伝
承
の
形
成
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
う
。
ゲ
イ
ル
ム
ン
ド
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
移
住
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
二
種
類
の
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
と
く
に
『
ス
ト
ゥ
ル
ル
ン
ガ
・
サ
ガ
』（
一
三
〇
〇
年
頃
）
に
含
ま
れ
る
「
サ
ー
ッ
ト
」
に
お
い
て
は
、
著
者
自
身
が
ひ
と
つ
の
伝
承
に
対
し
反
論
す
る
た
め
他
の
伝
承
を
挙
げ
る
と
い
う
叙
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
叙
述
の
背
景
に
は
、「
サ
ー
ッ
ト
」
の
著
者
が
お
そ
ら
く
属
す
る
で
あ
ろ
う
家
系
の
祖
が
ゲ
イ
ル
ム
ン
ド
で
あ
る
た
め
、
そ
の
名
誉
回
復
の
た
め
伝
承
を
書
き
換
え
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
十
二
〜
十
三
世
紀
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
記
憶
・
伝
承
を
め
ぐ
る
競
合
が
あ
っ
た
。
ハ
ー
ラ
ル
美
髪
王
と
植
民
の
伝
承
も
そ
の
な
か
で
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
伝
承
の
分
析
を
通
じ
て
、
封
建
的
慣
習
の
浸
透
や
貴
族
階
級
の
形
成
と
い
っ
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
の
支
配
受
容
を
経
験
す
る
十
三
世
紀
以
降
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
社
会
変
化
が
人
々
の
思
考
世
界
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
道
が
―
―
そ
の
道
は
か
な
り
込
み
入
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
―
―
開
け
る
の
で
あ
る
。
テ
ッ
ラ
の
息
子
ブ
ー
リ
と
ヨ
ル
ズ
の
息
子
ソ
ー
ル：
北
欧
神
話
の
大
地
母
神
よ
り
産
ま
れ
し
神：
再
訪
伊
藤
盡
（
信
州
大
学
）
本
発
表
は
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
記
録
し
た
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
始
祖
神
話
と
、
ス
ノ
ッ
リ
の
残
し
た
北
欧
の
始
祖
神
話
の
対
応
関
係
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
後
の
北
欧
神
話
で
「
大
地
の
子
」
と
呼
ば
れ
る
雷
神Þórr
が
本
来
持
っ
て
い
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
想
定
し
、
仮
説
と
し
て
提
示
す
る
。
一
世
紀
末
か
ら
二
世
紀
に
か
け
て
、ロ
ー
マ
の
著
述
家
タ
キ
ト
ゥ
ス
は『
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
』
を
著
し
て
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
民
族
発
生
の
神
話
の
最
も
古
い
形
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
始
祖
は
「
大
地
か
ら
生
ま
れ
た
神
（deus
terra
editus
）」
で
あ
るT
uisto
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
名
）
で
あ
り
、
そ
の
神
の
息
子
がM
annus
で
あ
っ
て
、
人
間
（M
an
）
の
先
祖
と
な
っ
て
、
三
人
の
息
子
（
民
族
の
始
祖
、
あ
る
い
は
三
人
の
神
）
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
北
欧
神
話
を
今
に
残
す
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
十
三
世
紀
初
め
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
著
述
家
ス
ノ
ッ
リ
は
『
エ
ッ
ダ
』
を
著
し
、
世
界
の
始
ま
り
と
神
々
の
始
ま
り
の
伝
承
を
記
録
し
た
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
世
界
の
始
ま
り
はY
m
ir
と
い
う
巨
人
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。Y
m
ir
を
乳
で
育
て
た
雌
牛A
uhum
la
が
な
め
て
い
た
「
岩
か
ら
人
間
の
形
を
し
た
も
の
が
生
ま
れ
」、
そ
の
名
をBúri/Buri/Bori
と
い
い
、
そ
の
息
子
がBurr/Borr
で
あ
っ
て
、
神
々
の
先
祖
と
な
っ
て
、
妻
を
得
て
三
人
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の
神
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、T
uisto
とY
m
ir
の
対
応
が
語
源
的
に
関
連
す
る
こ
と
が
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
し
か
し
、
神
話
の
構
成
を
考
え
る
と
、T
uisto
はBúri
と
の
対
応
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
両
者
に
共
通
点
は
「
大
地
か
ら
生
ま
れ
た
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
来
、
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
に
住
ん
だ
民
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
機
能
・
性
格
付
け
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
北
欧
神
話
で
「
大
地
の
子
（Jarar
burr
）」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
雷
神Þórr
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
本
来
、
ゲ
ル
マ
ン
人
お
よ
び
北
欧
人
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
、
民
族
の
始
祖
と
も
呼
べ
る
神
は
、Þórr
神
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
エ
ッ
ダ
詩T
rym
skvia
で
は
豊
穣
神
と
し
て
の
役
割
を
雷
神Þórr
も
担
っ
て
お
り
、
豊
穣
神
と
し
て
の
大
地
の
女
神
の
役
割
が
そ
こ
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
本
学
准
教
授
）
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